
2022 年 日本基督教団・在日大韓基督教会 平和メッセージ 

 

「実に、キリストはわたしたちの平和であります。二つのものを一つにし、御自分の肉に

おいて敵意という隔ての壁を取り壊し…十字架を通して、両者を一つの体として神と和解

させ、十字架によって敵意を滅ぼされました。」（エフェソの信徒への手紙 2 章 14、16 節） 

 

 日本基督教団と在日大韓基督教会は、1984 年に宣教協約を締結してから 38 年の歴史を神

に導かれて歩んできました。わたしたちを結びあわせる主イエス・キリストは、十字架を通

して敵意という隔ての壁を取り壊し、二つのものを一つにしてくださいました。わたしたち

は、主イエス・キリストこそ和解と平和の主であることを信じ、2022 年の平和メッセージ

を表明いたします。 

 

＜ロシアのウクライナ軍事進攻について＞ 
 去る 2 月 24 日、ロシアがウクライナに軍事侵攻をしました。このことは、どのような理

由をもってしても決して容認できるものではありません。 
 特に、この度、ロシアの大統領が核抑止部隊に特別態勢を取るように命じたことについて、

世界で唯一の戦争被爆国である日本にあるキリスト教会として、何としても最悪の事態と

なることを防がなければなりません。 
 また、日本では、戦争にかこつけて軍事費を倍増させようとする短絡を問わねばなりませ

ん。 
 そこでわたしたちは、「悪から遠ざかり、善を行い、平和を願って、これを追い求めよ。」

（ペトロの手紙一 3 章 11 節）との御言葉に聴き従い、ロシアの軍事侵攻を押しとどめるこ

とができなかったわたしたち自身の罪を深く悔い改めつつ、ウクライナからのロシア軍の

即時撤退を求めつつ、ウクライナとロシアの人々を覚えて共に祈りたいと思います。 
 

＜憲法改正の動きについて＞ 

わたしたちは、「日本国憲法」の基本原則である主権在民、基本的人権、平和主義を護り、

国家優先の憲法とする改憲の試み、また戦力保持を是とする改憲の動きに強く反対いたし

ます。 

政府は緊急事態条項について、東日本大震災や新型コロナウイルス感染症への対応が遅

れたのは憲法に緊急事態条項がないためだと、その必要性を主張しています。しかし、災害

等への対応は、法律の制定や適切な実施で十分な対応が可能であり、憲法を改正する必要性

はありません。 

また、この度のロシアのウクライナへの軍事侵攻を受けて、憲法９条を改悪しようとする

動きもあります。 

わたしたちは、このような憲法改悪を憂慮し、現憲法を擁護しようとする多くの住民とと



もに、引き続き、こうした動きに抗うことを表明いたします。 

 

＜新型コロナウイルス感染拡大について＞ 

新型コロナウイルス感染症が世界の脅威となり、日本においても事態が深刻化していま

す。今この時も、ウイルス感染による痛みや悲しみを覚えておられる方々、悩みと不安の中

にある方々の上に、主なる神の慰めと平安をお祈りいたします。 

すでに、各教会では様々な工夫や取り組みが進められています。日本基督教団と在日大韓

基督教会の全国の教会が、祈り合い、この大きな試練の中で、神の恵みを受け、喜びに満た

されて礼拝をささげ、神の御栄光を現わすことができればと祈ります。 

 

＜ヘイトクライムについて＞ 

日本では外国人に対するヘイトスピーチ、アメリカではアジア系住民へのヘイトクライ

ムが横行しています。 

わたしたちは、すべての人の命を贖うキリストへの信仰に基づき、「すべての人と平和に

暮らしなさい。」（ローマの信徒への手紙 12 章 18 節）との御言葉に従って、差別のない社会

が実現することを願い祈り、そのための愛による働きにあずかることを志しています。緊張

と不安に満ちた今日の状況の中でこそ、社会の中で弱い立場に置かれた人々の命と平安が

守られ、支えられなければなりません。社会の動揺に乗じたあらゆるヘイトに反対し、この

社会に生きるすべての人々の人権が守られるべきことを改めて表明します。 

 

＜難民・在日外国人の人権について＞ 

新型コロナウイルス感染拡大により、各教会、学校、施設においても、この状況下での活

動に苦闘しておられること、その労力の多大なことは想像に難くありません。日本に在住す

る外国人、とりわけ移住者や難民申請者たちへの差別が顕在化していることが報じられて

います。「自粛」を「要請」しながら生存に必要な「保障」を出し渋り、弱くされていると

ころにさらなる圧迫と危機を与え続けるという差別的事態が広がっています。 

また、日本では、ウクライナからの難民を「避難民」と区別しています。「難民」との差

別的な処遇との差別がなぜ起きるのでしょうか。 

この状況下で特に根深い差別意識と排外的政策によって引き起こされている出来事のほ

んの一断片であっても、連続して起こることに対して、それぞれの宣教における祈りと支援

の連帯を喚起していきたいと思います。 

 

＜貧困の拡大について＞ 

 日本では、貧困が拡大しています。そのために、就職難、不安定雇用の常態化、学校での

いじめ、不登校、職場でのいじめ、嫌がらせが増えています。 

 このように、経済格差を理由に、教育格差、学力の格差、意欲の格差が広まっています。



無縁社会の拡大が、つながりの格差を生み、人が本来持っている特性や可能性が活かされず、

弱者に落とし込まれ、社会から排除されて漂流せざるをえない人々が増えているのです。 

 

 わたしたちの教会は今、地球を席巻する過酷なグローバル経済の下で、激変していく社会

にあって、この世に遣わされたキリストの体なる教会として、寄留者を歓待の精神で迎えな

がら、単にナショナルな教会ではなく、移民排斥・マイノリティ排除に抗して、寄留者が招

き入れられる「神の家族」（エフェソの信徒への手紙 2章 19 節）として改革されて行くこと

が求められています。それは同時に、教会自体が今から次の時代へと、頭なる主イエス・キ

リストによって生かされ、遣わされ、用いられる道であるとわたしたちは確信します。 
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